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上
代
の
日
本
に
は
、
鎮
魂
祭
、
鎮
、花
祭
、
鎮
火
祭
、
鎮
土
公
祭
と
い
う
よ
う
に

数
多
く
の

「鎮
め
の
ま

つ
り
」
が
と
り
.行
な
わ
れ
て
い
る
.
鎮
め
の
思
惟
は
、
生

活
の
リ
ズ

ム
が
よ
っ
て
た
つ
重
要
な
基
盤
に
99
ま
り
な
り
危
機
が
訪
れ
る
、
そ
う

し
た
非
常
の
事
態
に
対
応
し
て
、
鎮
、め
、
和
め
て
正
常
な
姿
に
恢
復
さ
せ
よ
う
と

す
る
、
そ
う
し
た
意
図
の
も
と
に
息
ず
く
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
人
々
の
魂

主
上
の
魂
が
あ
く
が
れ
出
で
て
身
体

を
離
れ
る
i
死
に
も
通
ず
る
冬
の
時
、
中
府

.
に
魂
魂
を
鎮
め
る
秘
儀
を
通
じ
て
新

し
く
魂
を
得
て
よ
み
が
え
り
の
春
を
迎
る
、

こ
う
し
た

一
連
の
想
ひ
と
.行
為
が
鎮

魂
祭
で
あ

っ
た
。
想
え
ば
、
屋
敷
の
な
り
た

ち
に
は
地
鎮
め
、
建
物
の
建
て
初
め
に
は
鎮
壇
、
家
の
完
成
に
あ
た

っ
て
は
屋
固

の
ま
つ
り
が
あ
る
よ
う
に
、
人
の
居
処
・.G
し
て
の
屋
敷
地
は
、
ま
さ
に

「鎮
め
の

ま
つ
り
」
の
横
溢
す
る
場
で
あ

っ
た
。
居
住
に
か
か
せ
ぬ
井
戸
と
竈
も
生
活
の
リ

ズ
ム
の
根
源
を
な
す
も
の
と
し
て
、
常
に
強
く
意
識
さ
れ
、
そ
の
清
浄
と
正
常
が

求
め
ら
れ
て
来
た
。

『
麺
喜
式
』
な
ど
で
も

「御
井
井
御
竈
祭
」
と
記
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
両
者

へ
の
共
通
し
た
心
く
ば
り
は
ま
こ
と
に
強

い
も
の
が
あ
り
、

「鎮

め
の
ま
つ
り
」
の
重
要
な

一
割
を
構

成
し
て
い
る
。
考
古
学

の
世
界
か
ら
、
こ
う

し
た
井

・
竈
の

一
部
、
井
を
め
ぐ

っ
て
、
掘
穿
時
の
鎮
め
な
り
井

の
汚
染
に
よ
る

清
浄

へ
の
鎮
め
を
通
じ
て
人
の
心
根
を
見
、
そ
の
鎮
め
の
世
界
と
そ
の
周
辺
を
た

ど
る
こ
と
に
し
ょ
う
。

一

昭
和
四
七
年
、
高
槻
市
清
福
寺
町
に
あ
る
式
内
社
阿
久
都
神
社
の
南
側
、
参
道

の
す
ぐ
西
に
接
し
た
八
八
七
番
地
で
発
掘
調
査
が
行
な
わ
れ
た
。
こ
の
調
査
で
平

安
時
代
の
申
頃
に
営
ま
れ
た

一
基
の
井
戸
が
発
見
さ
れ
た
。
井
戸
は
、
南
北
三

・

四
麿
、
東
西
三
麿
ば
か
り
の
方
形
で
三

・
四
層
も
掘
り
下
げ
た
大
き
な
掘
り
穴
の

中
に
、
多
く
の
.石
を
積
み
上
げ
て
、
]
で

一
・
五
層

×

一
・
三
層
、
底
で
○

・
八

×
○

・
九
五
麿
、
深
さ
は
三

・
四
層
の
規
模
で
造
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
井

戸
は
、
井
の
底
に
暗
灰
色
の
泥
土
層
が
堆
積
し
、
層
中
に
多
く
の
生
活
遺
品
が
混

入
し
て
お
り
使
川
時
の
姿
を
垣
間
見
せ
て
い
る
。
使
用
が
絶
え
て
後
は
、

一
斉
に

埋
め
立
て
ら
れ
た
と
見
え
茶
褐
色
の
、
殆
ん
ど
品
物
を
含
ま
な
い
土
が
井

口
ま
で

入

っ
て
い
た
と
い
う
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
井
戸
で
注
目
を
惹
く
も
の
に
、
井
底
に
あ

っ
た
二
枚

の
皿
、

斎
串
、
櫛
、
桃
核
と
い

っ
た

一
群
1

「
ま
つ
り
」
と
か
か
わ
る
品
々
の
存
在
が
挙

げ
ら
れ
る
。
ま
ず
、
二
枚
の
土
師

(素
焼
)
質
の
皿
か
ら
述
べ
よ
う
。

一
枚
は
口

径

一
四
弛
ン、
高
さ
二

・
七
袖
ン、
完
全
な
形
を
し
て
お
り
、
皿
の
内
表
中
央
に
大
き

く

「天
歪
大
神
王
」

と
墨
書
し
、

そ
の
左
側
に
直
角
に
、

中
央
か
ら
縁

へ
向

ひ

「
十
二
神
王
」
と
や
＼
小
振
り
に
墨
書
さ
れ
て
い
る
.
い
ま

一
枚
も
口
径
は
同
じ

*考 古学研究室(昭 和56年9月30日 受理)
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奈

く

一
四
弛
ン
、
丈
け
は
や
＼
低
く
二
・
五
弛ン
。
完
全
な
形
で
あ
り
、
皿
の
内
表
中
央

に
、
左
か
ら
右

へ
、

「中
央
土
公
水

神
王
」

「
西
方
土
公
水
神
王
」

「
東
方
土
公

水
神
王
」

「南
方
土
公
水
神
王
」

「
北
方
土
公
水
神
王
」
と
五
行
に
記
し
、
内
、

「南
方
土
公
水
神
王
」
の

一
行

の
み
が
他
の
四
行
と
異
り
天
地
を
転
じ
逆
書
し
て

い
る
。

こ
れ
ら
五
行
は
、
中
央

の

「
東
方
土
公
水
神
王
」
の
文
字
が
最
も
高
く
書

か
れ
、
左
右
と
も
頭
字
を
逓
落
さ
せ
る
形
で
記
さ
れ
て
お
り
興
味
を
ひ
く
。
五
行

の
土
公
水
神
王
の
周
縁
を
と
り
ま
く
形
、
言
い
換
え
れ
ば
、
皿
の
口
に
そ
わ
せ
、

「封
」
の
字
を

一
二
め
ぐ
ら
す
。
左

下
の
部
分
、

「
中
央
土
公
水
神
王
」
の
文
字

が
口
に
ま
で
及
ん
で
い
る
部
分

の
み
は
、
こ
の
封
字
を
見
な
い
。
こ
う
し
た
文
字

の
配
置
か
ら
す
る
な
ら
ば
、
最
初
の
皿
は
、
先
ず

「
天
豊
大
神
王
」
が
書
か
れ
、

次

い
て

「
十
二
神
王
」

の
文
字
が
書
か
れ
た
こ
と
、

第
二
の
皿
で
は
、

中
央
の

「東
方
土
公
水
神
王
」

に
は
じ
ま
り
右
の

「
南
方
土
公
水
神
王
」

か
ら
、

左
の

「
西
方
土
公
水
神
王
」
、
転
じ
て
右

の

「
北
方
土
公
水
神
王
」
、
左

「中
央
土
公

水
神
王
」
と
書
か
れ
、
つ
づ
い
て
左
か
ら
右

へ
と

「封
」
字
を
連
ね
て
い

っ
た
こ

と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
封
字
の
下
に
三
度
筆
を
た
め
て
引
い
た
圏
線
が

見
ら
れ
る
こ
と
も
注
意
す
べ
き
こ
と
で
あ
ろ
う
。
次
に
、
こ
の
二
枚
の
墨
書
皿
と

相
関
す
る
か
と
思
え
る
品
々
の
存
在
が
指
摘
さ
れ
る
。
若
干
の
同
質
の
小
皿
は
共

用
さ
れ
た
可
能
性
が
強
い
し
、
幅

一
・
二
弛ン
、
長
さ

一
七

・
一
弛
ン
の
斉
串

一
点
も

頭
の
両
脇
の
削
り
こ
み
に
幣
萬
や
木
綿
を
と
り

つ
け
た
斎
串
で
あ
り
、
井
戸
底
に

挿
し
た
て
た
例
も
あ
る
だ
け
に
共
用
さ
れ
る
場
が
浮
か
び
上
る
。
こ
の
他
、
多
量

の
ツ
ゲ
製
の
横
櫛
、
桃
核
の
存
在
も

、
全
て
と
は
言
え
な
い
ま
で
も
関
連
し
合
う

「
ま
つ
り
の
具
」
で
あ

っ
た
可
能
性

は
強

い
。

昭
和
五
六
年
三
月
、
調
査
を
担
当
し
た
高
槻
市
教
育
委
員
会
か
ら

『
嶋
上
郡
衙

跡
発
掘
調
査
概
要

・
五
』
と
し
て
、

こ
の

一
井
と
遺
品
が
報
告
さ
れ
、
こ
こ
に
そ

の
全
容
が
明
き
ら
か
と
な

っ
た
。
想
え
ば
、
こ
の

一
井
と
そ
の
遺
品
の
語
る
と
こ

ろ
は
極
め
て
大
き
い
も
の
が
あ
る
。
報
告
書
で
は
、

「
井
戸
を
新
し
く
構
築
し
た

際
に
、
水
に
住
む
神
を
祀

っ
て
そ
の
怒
り
を
鎮
め
、
井
戸
の
水
が
枯
れ
な
い
よ
う

に
祈
念
す
る
祭
祀
に
用
い
ら
れ
た
も
の
、
陰
陽
五
行
説
か
ら
導
び
か
れ
る
も
の
で

あ
る
。
具
体
的
に
は
二
枚
の
皿
を
合
せ
口
に
し
て
紐
で
結
え
、
土
器
の
中
に
天
豊

神

・
水
神
王
な
ど
の
神
々
を
封
じ
込
め
、
井
戸
に
沈
め
た
も
の
」
と
い
う
藤
沢

一

夫
先
生
の
明
確
な
所
説
を
掲
げ
て
い
る
。
簡
要
に
し
て
正
確
、
適
切
な
所
説
で
あ

る
。
こ
こ
に

「井
戸
を
め
ぐ
る
鎮
め
の
ま

つ
り
」
が
登
場
す
る
こ
と
と
な
る
の
で

あ
る
。

二

 

ま
ず
、
二
枚

の
皿
の
中
の

一
、
天
豊
大
神
王
と
中
央
に
書
き
、
左
に
直
角
に
十

二
神
王
と
記
す
皿
を
め
ぐ

っ
て
検
討
し
よ
う
。
天
塁
大
神
王
の
名
は
聞
き
な
れ
な

い
神
王
名
で
あ
り
、
十
二
神
王
の
名
も

一
見
そ
の
内
容
が
明
確
で
な
い
。
し
か
し
、

土
公
を
中
心
と
す
る
祭
式
-
土
公
供
に
関
連
す
る
諸
書
を
繕
く
こ
と
に
よ

っ
て
、

そ
の
内
容
が
窺
え
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
私
の
手
許
に
は
、
河
内
千
手
寺
の

木
下
密
運
師
よ
り
恵
贈
を
受
け
た

『
土
公
供
次
第
』
と
題
す
る

一
本
の
写
し
が
あ

る
。
い
ま
、
こ
の

一
書
の

一
部
を
抄
出
し
よ
う
。

謹
請
大
梵
王
帝
釈
天
衆
十
二
神
廿
八
宿
神
珊
六
砥
神
王
神

散
供
再
拝

謹
請
正
月
徴
明
二
月
河
魁
三
月
従
魁
四
月
傳
送
五
月
小
吉
六
月
勝
先
七
月
大

一

八
月
天
壁
九
月
大
衝
十
月
功
曹
十

一
月
大
吉
十
二
月
神
后

こ
の

一
文
は
、
同
書
に
記
す
大
中
臣
祭
文
に
係
る
文
で
あ
る
。
土
公
供
を
行
な

う
に
当

っ
て
大
中
臣
祭
文
を
奏
上
す
る
が
、
そ
の
際
、
ま
ず
五
方
五
帝
天
地
日
月

五
星
三
台
玉
女
神
を
謹
請
し
、

つ
づ
い
て
こ
の

一
文
の
記
事
と
な
り
、
大
梵
王
帝

釈
天
衆
十
二
神
廿
八
宿
神
珊
六
祇
神
王
を
謹
請
す
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
同
書
で

は
、
こ
の
あ
と
、
再
び
散
供
再
拝
し
た
の
ち
簡
略
化
し
た
大
祓
の
祝
詞
を
記
し
そ

の
奏
上
が
あ

っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
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十
二
神
の
語
が
土
公
供
の
中
に
息

づ
い
て
い
る
こ
と
が

こ
こ
に
明
き
ら
か
と
な

っ
た
。
こ
の
十
二
神
に
つ
い
て
は

『唐
六
典
』
十
四

・
太
卜
署
の
項
に

凡
式
占
弁
三
式
之
同
異
、

一
日
雷
公
式
、
二
日
太
乙
式
並
禁
私
家
蓄
、
三
日
六

壬
式
士
庶
通
用
之
、
凡
用
式
之
法

…
…
又
緋
十
二
将
十
二
月
神
。
十
二
将
以
天

一
為
首
、
前

一
日
縢
蛇
二
朱
雀
三
六
合
四
句
陳
五
青
龍
、
後

一
日
天
后
二
太
陰

三
玄
武
四
太
常
五
白
獣
六
天
空
、
前
蓋
於
五
後
蓋
於
六
、
天

一
立
中
為
十
二
将

又
有
十
二
月
之
神
、
正
月
登
明
二
月
天
魁
三
月
従
魁
四
月
傳
送
五
月
小
吉
六
月

勝
先
七
月
太
卜
八
月
天
潤
九
月
太
衝
十
月
功
曹
十

一
月
大
吉
十
二
月
神
后

と
あ
り
、
十
二
将
と
は
区
別
さ
れ
る
十
二
月
神
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
式

占
の
う
ち
唐
で
は
士
庶
の
間
で
用
い
ら
れ
る
六
壬
占

(六
壬
式
)
に
登
場
す
る
神

で
あ
る
。
六
壬
占
は
年
月
日
時
、
行
年
方
位
の
支
干
を
推
し
四
課
十
二
将
十
二
神

を
弁
じ
て
占
う
も
の
で
あ
り
、
中
古

、
陰
陽
寮
で
は
神
祇
官
の
亀
ト
と
相
並
ん
で

こ
の
占
法
を
盛
ん
に
用
い
た
と
さ
れ
て
い
る
。
十
二
神
王
は
、
こ
う
し
た
式
占
の

十
二
月
神
で
あ
り
。
十
二
神
と
も
呼
ば
れ
た
神
々
で
あ
る
。
こ
う
し
た
内
容
が
判

る
と

『
土
公
供
次
第
』
の
中
に
、
大
梵
王
帝
釈
天
衆
十
二
神
と
あ
り
、
散
供
再
拝

の
の
ち
謹
請
正
月
徴
明
二
月
河
魁
…
…
と
あ
る
文
意
は
、
十
二
神
を
再
度
読
み
上

げ
謹
請
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
土
公
祭
に

謹
請
さ
れ
る
神
に
こ
う
し
た
十
二
神
が
あ
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
り
、

『
土
公
供
次
第
』
で
は
、
土
公
供
-
地
鎮
め
に
当
り
広
さ
三
尺
深
さ
二
尺
五
寸
程

の
円
穴
を
穿
ち
、

こ
の
穴
の
東
に
四

(
一
-
四
)

西
に
四

(五
-
八
)
北
に
四

(九
-
十
二
)
本
の
幣
を
た
て
、
南
か
ら
敬
礼
す
る
状
を
図
示
し
て
い
る
。
こ
の

十
二
本
の
幣
は
高
さ
二
尺
五
寸
、
各
幣
に
銀
銭
十
二
文
を
加
え
る
こ
と
な
ど
を
記

し
、
さ
ら
に

「
幣
十
二
本
但
潤
月
ア
ラ
バ
十
三
本
」
と
書
き
と
め
て
居
り
、
幣
の

十
二
本
が
十
二
月
に
な
ぞ
ら
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
恐
ら
く
、
土

公
供
の
中
核
と
な
る
円
穴
の
東
に
た

つ
四
本
の
幣
は
北
よ
り

一
月
徴
明
に
は
じ
ま

り
四
月
傳
送
、
西
の
四
本
の
幣
は
北
か
ら
五
月
小
吉
よ
り
八
月
天
塁
、
北
の
四
本

『土公供作法』所掲土公供祭場図

 

の
幣
は
西
か
ら
九
月
大
衝
に
は
じ
ま
り
十
二
月
神
后
に
至
る
神
名
が
付
さ
れ
て
い

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
土
公
供
に
謹
請
さ
れ
る
十
二
神
の
神
名
と
そ

の
具
現
の
姿
で
あ
る
十
二
本
の
幣
の
存
在
を
考
え
合
せ
る
と
、
こ
の
高
槻
市
阿
久

都
神
社
南
の

一
井
発
見
の
土
師
質
の
皿
に
書
か
れ
た
十
二
神
王
の
語
か
ら
、
穿
井

ー
井
鎮
め
に
当
り
土
公
供
と
同
様
、
十
二
月
神
-
十
二
神
王
を
謹
請
し
、
十
二
幣

を
挿
し
樹
て
る
と
い
っ
た
場
な
り
次
第
の
あ
っ
た
可
能
性
が
推
察
さ
れ
て
く
る
の

で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
土
師
質
の
皿
で
は
、
十
二
神
王
の
語
は
あ
く
ま
で
も
脇
役
で

あ
り
、
中
心
と
な
る
も
の
は
天
翌
大
神
王
の
句
で
あ
る
。
神
王
の
上
に
大
の
字
を

加
え
る
こ
と
か
ら
も
そ
う
し
た
事
情
は
容
易
に
読
み
と
れ
る
で
あ
ろ
う
。
天
塁
大

神
王
の
語
は
、
私
の
嘱
目
し
な
い
神
王
名
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
、
呪
符
に
屡
々
見

出
さ
れ
る
天
豊
11
天
翌
星
を
さ
す
言
葉
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
天
塁
星
は
北
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斗
星
を
い
い

『天
官
井
」
で
は
恒
星

を
中
官
、
東
官
、
南
官
、
西
官
、
北
官
と
五

官
に
分
け
、
中
官
に
は
中
核
に
太

一
星
11
天
帝
が
居
し
、
北
斗
星
は
天
帝
の
乗
車

と
し
て
天
の
中
央
を
め
ぐ
り
四
方
を
統

一
す
る
と
記
し
て
い
る
。
天
帝
の
意
を
伝

え
る
も
の
、
実
修
さ
せ
る
も
の
と
し
て
北
斗
星
の
機
能
が
与
え
ら
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。
太

一
真
君
は
左
手
に
北
斗
星

の
柄
を
握
り
、
右
手
で
は
北
極
星
を
握
る
と

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
太

一
星
i
太

一
真
君
の
描
く
世
界
の
巾
枢
を
形
成
す
る
星

と
し
て
、神
王
と
し
て
北
斗
星
ー
天
謄
大
神
王
が
息
ず
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
『延

喜
式
」
に
見
え
る
東
文
忌
寸
部
献
横
刀
時
男
に

『謹
請
皇
天
上
帝
、
三
極
大
君
、

日
月
星
辰
、
八
方
諸
神
、
司
命
司
籍

、
左
東
王
父
、
右
西
王
母
、
五
方
五
帝
』
と

謹
請
す
る
諸
神
格
を
記
し
て
い
る
が
、
天
豊
大
神
王
は
、
皇
天
上
帝
、
三
極
大
君
、

日
月
星
辰
と
い
う
中
で
重
要
な
位
置

を
占
め
、
七
政
の
枢
機
、
万
物
の
精
命
と
観

じ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
静
岡
県
浜
松
市
の
伊
場
遺
跡
で
は
、
宣
天
畏
真
符
の

語
を
記
し
と
ど
め
る

「
百
権
児
符
」
の
発
見
が
あ
り
、
七
世
紀
後
半
に
は
す
で
に

天
畏
を
め
ぐ
る
呪
符
の
成
立
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
上
、
四
天
王
寺
蔵
の
丙

子
椒
林
の
銘
を
も

つ
七
星
剣
、
星
座
と
北
斗
を
描
く
飛
鳥
高
松
塚
古
墳
の
存
在
な

ど
先
、行
す
る
天
罹
の
諸
例
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
天
畏
大
神
王
に
十
二
神
王
を

配
し
た
こ
の
皿
は
陰
陽
師
が
井
戸
の
鎮
め
に
当
た
り
謹
請
す
べ
き
諸
神
を
記
し
た

も
の
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

三

 

二
枚

の
皿
の
中
、
い
ま

一
枚

の
皿
に
見
る
墨
書
の
神
王
を
次
に
検
討
し
よ
う
。

東
方
土
公
水
神
王
に
は
じ
ま
り
、
南
方
、
西
方
、
北
方
、
中
央
土
公
水
神
王
と
順

次
、
土
公
水
神
王
が
各
方
位
に
配
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
土
公
水
神

王
が
土
公
と
水
神
王
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
こ
う

し
た
配
置
を
見
る
時
、
再
び

『
土
公
供
次
第
」
が
想
起
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
同
書

の
大
巾
臣
祭
文
の
項
に
は
、
ま
ず
最
初
に
謹
請
す
る
べ
き
神
と
し
て
、

謹
請
東
方
甲
乙
青
帝
龍
王

謹
請
南
方
丙
丁
赤
帝
龍
王

謹
請
西
方
庚
辛
臼
帝

龍
王

謹
請
北
方
壬
癸
黒
帝
龍
王

謹
請
巾
央
戊
己
黄
帝
龍
王

謹
請
天
地
日

月
五
星
三
台
玉
女
神

の

一
文
が
頭
初
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
ず
注
目
さ
れ
る
の
は
、
皿
に
見
え

る
各
神
の
記
順
が
東

・
南

・
西

・
北

・
中
央
と
な
る
で
あ
ろ
う
と
考
え
た
の
で
あ

る
が
、
こ
の
土
公
供
次
第
で
も
同
様
の
配
列
を
と
る
こ
と
で
あ
る
。
い
ま
祭
文
の

世
界
で
同
様
な
例
を
求
め
る
と
著
名
な
元
興
寺
極
楽
坊
発
見
の
夫
婦
和
合

・
離
別

祭
文
で
も
、

「
謹
請
東
方
和
合
青
帝
将
軍
、
謹
請
南
方
和
合
赤
帝
将
軍
、
謹
請
西

方
和
合
白
帝
将
軍
…
…
」
と
言
う
よ
う
に
東

・
南

・
西

・
北

・
中
央

・
上

・
下
方

と
順
次
各
将
軍
を
掲
げ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
当
時
、
東

・
南

・
西

・
北

.
中

央
と
い
っ
た
方
位
の
順
位
観
が
あ
り
、
そ
の
順
次
に
従

っ
て
神
々
を
謹
請
し
た
こ

と
を
物
語

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
言
う
な
れ
ば
謹
請
す
る
神
々
を
順
次
に
従

っ
て

読
み
上
げ
謹
請
す
る
、
そ
う
し
た
表
現
を
示
す
も
の
な
の
で
あ
る
。
阿
久
都
神
社

南
の

一
井
か
ら
発
見
さ
れ
た
こ
の
皿
に
は
謹
請
の
文
字
は
な
い
が
、
謹
請
す
べ
き

神
謹
請
さ
れ
た
神
々
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
と
こ
ろ
で

あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
東
方
土
公
水
神
下
の
表
現
は
、

『
土
公
供
次
第
』
で
は

「
東
方
甲

乙
青
帝
龍
王
」
と
い
っ
た
形
を
と
っ
て
い
る
。

一
見
複
雑
化
し
て
は
い
る
が
東
方

の
句
は
共
通
し
、
帝
は
土
公
に
、
龍
王
は
水
神
王
に
共
通
し
、
僅
か
に
甲
乙
の
干

支
と
青
の
方
色
が
加
わ
れ
ば

『土
公
供
次
第
』
の
表
現
に

一
致
す
る
こ
と
と
な
る

の
で
あ
る
。
従

っ
て
、
東
方
土
公
水
神
王
は
東
方
青
帝
龍
王
と
通
ず
る
も
の
と
言

え
よ
う
。
恐
ら
く
青
帝
龍
王
と
い
っ
た
語
義
が
固
定
す
る
ま
で
の
問
に
は
、
こ
う

し
た
土
公
水
神
⊥
と
い
っ
た
語
が
息
ず
い
て
い
た
可
能
性
が
強
い
の
で
あ
る
。
土

公
水
神
王
は
、
土
公
と
水
神

の
二
者
で
あ
る
が
、
東
方
の
言
葉
で
二
者
を

一
体
に

し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
区
別
さ
れ
る
べ
き
二
者
が

一
体
の
神
の
如
く
に
表
現
さ

れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
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こ
の
五
方
五
神
の
表
現
の
巾
で
四
方
、
東

・
西

・
北

・
中
央
の
諸
神
王
が
上

下
に
正
し
く
書
か
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
南
方
土
公
水
神
王
の
名
の
み
が
天
地
逆

書
さ
れ
て
居
り
注
目
さ
れ
る
。
先
の
調
査
報
告
書
で
は

「
井
戸
が
住
居
の
南
側
に

位
置
し
た
た
め
に
意
識
的
に
そ
う
し
た
の
か
、
こ
れ
を
使
川
し
た
人
々
の
意
識
の

中
に
南
方
土
公
水
神
王
に
対
す
る
特

別
な
考
え
方
が
あ

っ
た
た
め
そ
う
記
し
た
の

か
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
後
者
の
指
摘
が
正
し
い
で
あ
ろ
う
。
南
方
土

公
水
神
王
は
、

『
土
公
供
次
第
』
で
は

「
南
方
丙
丁
赤
帝
龍
王
」
と
さ
れ
る
。
五

行

の
司
る
所
、
南
は
星
で
い
え
ば
欠
惑
星
に
、
卦
で
は
離
に
色
で
は
赤
、
神
で
は

朱
雀

に
当
り
、
五
行
で
は
火
に
当
る
。
火
は
水
に
剋
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
鎮
井

の
呪
儀

に
当

っ
て
は
当
然
こ
れ
を
逆
書
す
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。
仮
り
に
鎮

竈

の
呪
儀
が
行
な
わ
れ
る
な
ら
ば
西
方
庚
辛
白
帝
龍
王
は
五
、行
で
金
に
当
る
だ
け

に
火
に
剋
さ
れ
る
た
め
逆
書
さ
れ
る

こ
と
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
だ
五
方
五
帝
は
皿
の
中
心
に
記
さ
れ
、
そ
の
皿
の
口
に
そ
い
圏
線
を
墨

で
引
き
、
そ
の
上
に
封
の
字
を
十
二
宇
、
ぐ
る
り
と
め
ぐ
ら
し
て
い
る
。
封
字
は

境
立
て
を
し
、
そ
れ
よ
り
内
を
護
持

す
る
場
合
と
、
そ
れ
よ
り
外
側
を
護
持
す
る

場
合
に
用
い
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば

『
百
錬
抄
」
四
に

「天
禄
三
年
十
月

廿
日
、
諸
卿
定
申
太
宰
府
言
上
高
麗
国
牒
送
事
、
太
宰
府
可
賜
封
符
者
」
と
あ
り

機
密
に
属
す
る
符
を
封
絨
し
た
こ
と
も
伝
え
て
い
る
が
、
こ
れ
は
中
な
る
も
の
を

護
持
す
る
た
め
に
封
ず
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
妖
魅
を
筒
に
封
じ
呪
縛
し
て
焼

き
流
す
例
は
後
者
、
中
に
封
じ
て
外

を
護
持
す
る
形
で
あ
る
。
こ
う
し
た
視
点
か

ら
見
る
な
ら
ば
、
こ
の
十
二
の
封
ψ寸.
が
圏
線
-
境
立
て
に
連
な
る
こ
と
は
境

の
圏

線
か
ら
内
な
る
も
の
、
五
方
五
神
王
を
守
護
し
よ
う
と
す
る
意
図
に
出
る
も
の
で

あ
る
こ
と
は
論
ず
ま
で
も
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

封
字
を
連
ね
る
呪
符

の
実
例
と
し
て
は
、
今
も
千
葉
県
船
橋
市
行
徳
の
附
近
の

道
切
り
、
辻
切
り
の
呪
符
が
あ
る
。
辻
に
長
竹
を
た
て
、
竹
頭
に
山
頭
平
尾
の
板

符
を
と
り
つ
け
、
符
と
し
て

鬼
火
難

封
翻

#

と
い

っ
た
複
雑
な
呪
句
を
そ
の
板
符
の
八
方
に
需
き
、
そ
の
行
間
に
度
脱
苦
衆
生

唯
我

一
人
と
い
っ
た
句
等
を
入
れ
る
複
雑
な
符
で
あ
る
が
鬼
火
を
封
じ
る

一
例
で

あ
る
。

一
方
、
棟
札
や
上
棟
の
鎮
札
に
は
、
封
字
を
四
隅
に
記
し
内
に
寿
句
守
り

を
納
れ
た
例
は
極
め
て
多
い
。
前
者
は
内
に
封
じ
て
外
を
護
り
、
後
者
は
外
区
も

封
じ
て
内
を
護
る
も
の
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た

「封
」
字
を
も

つ
最
古

の
遺
例
と
し
て
こ
の
土
師
質
の
皿
は
重
要
な
も
の
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

封
字
が
十
二
字
、
五
方
五
神
王
を
と
り
囲
む
こ
と
の
意
義
は
何
で
あ
ろ
う
か
。

棟
札
な
ど
で
は
封
字
は
四
字
、
各
符
の
四
隅
に
配
さ
れ
て
居
り
四
方
の
封
で
あ
る
。

ま
た
行
徳
の
道
切
符
は
八
方
の
封
で
あ
り
、
本
例
は
十
二
方
の
封
で
あ
る
。
十
二

方
の
封
と
い
う
時
、
考
え
ら
れ
る
の
は
、
先
述
の
十
ニ
ケ
月
に
配
さ
れ
た
十
二
神

が
五
方
五
神
王
を
守
護
す
る
場
合
、
あ
る
い
は
子
丑
寅
卯
辰
巳
…
…
と
配
さ
れ
た

十
二
支
に
よ
る
十
二
方
角

・
十
二
時
刻
の
守
護
と
い
っ
た
場
合
が
考
え
ら
れ
よ
う
。

恐
ら
く
十
二
方
角
を
守
護
し
、
内
な
る
五
方
五
神
王
を
守
護
す
る
も
の
で
あ

っ
た

と
し
て
支
障
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

四

高
槻
市
の
阿
久
都
神
社
南
方
の

一
井
か
ら
発
見
さ
れ
た
平
安
時
代
中
期
の
墨
書

皿
二
枚
に
つ
い
て

一
応
そ
の
内
容
を
検
討
し
た
。
結
果
、
天
盟
大
神
王
は
太

一
星

11
皇
天
上
帝
の
使
で
あ
り
十
二
神
王
は
十
二
月
神
、
五
方
土
公
水
神
王
は
五
方
五

帝
に
通
ず
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
り
え
た
の
で
あ
る
。
『土
公
供
次
第
』
に
は
、

こ
う
し
た
十
二
月
神
、
五
方
五
帝
五
龍
王
を
謹
請
し
て
土
公
祭
を
行
な
う
様
子
を

記
し
て
い
る
が
、
本
例
は
基
本
的
に
は
同
じ
基
盤
に
た

っ
て
鎮
井
祭
が
執
行
さ
れ

る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
本
稿
で
使
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用
し
た
テ
ク
ス
ト

『土
公
供
次
第
』

は
天
正
十
五
年
、
高
野
山
奥
院
灯
籠
堂
の
土

公
供
実
修
の
様
を
記
し
た
も
の
で
万
治
二
年
、
天
保
五
年
と
転
写
さ
れ
た
新
し
い

も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
書
と
同
時
代

に
は
鎮
井
祭
の
神
々
も
、
土
公
祭
-
地
鎮
祭

と
同
じ
名
に
変
化
し
て
い
る
可
能
性
が
強
く
、
ま
た
、
平
安
時
代
中
期
の
地
鎮
め

土
公
祭
に
は
二
枚
の
皿
に
示
さ
れ
る
鎮
井
祭
と
同
じ
名
の
神
々
が
謹
請
さ
れ
た
こ

と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

地
鎮
め
の
ま

つ
り
と
井
鎮
め
の
ま

つ
り
は
、
殆
ん
ど
共
通
す
る
基
盤
を
も

つ
。

土
公
供
次
第
に
示
さ
れ
る
形
の
祭
儀
が
両
方
の
ま
つ
り
に
適
用
さ
れ
た
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
地
鎮
め
の
ま

つ
り
が
径
三
尺
、
深
さ
二
尺
五
寸
の
円
穴
を

穿
ち
十

二
幣
を
た
て
、
右
側
に
五
穀
粥
や
切
花
、
左
側
に
水
や
酒
を
盛

っ
た
長
机

を
据
え
、
円
穴
の
前
に
枝
花
や
香
炉

、
打
鳴
を
お
く
長
机
を
配
し
、
荒
艸
を
し
き

敬
礼
す
る
よ
う
に
、
井
鎮
め
の
ま
つ
り
で
も
、
井
戸
を
穿
つ
地
に
ま
ず
円
穴
を
掘

り
周
囲
に
斉
串
-
幣
串
を
挿
し
左
右

に
同
様
長
机
を
据
え
五
穀
粥
や
切
花
、
酒
水

を
齪
し
、
手
前
の
長
机
に
支
度

の
道
具
を
配
し
て
敬
礼
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ

地
鎮
め
ー
土
公
祭
で
は
、

修
し
終
え
る
と
、

「穴
供
物
井
幣
串
銀
銭
等
修
畢
悉
埋

也
、
其
上
土
カ
ケ
テ
能
く
能
く
カ
タ

ム
ル
也
」
と
あ
り
、
円
穴
の
中
に
五
穀
粥
や

切
花
、
酒
水
を
盛
る
器
か
ら
幣
串

・
銀
銭
ま
で
が
埋
め
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
が
、

鎮
井
祭

の
場
合
は
、
ま
つ
り
終
る
と
深
く
掘
り
方
を
掘
り
下
げ
、
そ
の
井
底
で
供

物
や
幣
串
な
ど
を
置
き
、
ま
た
こ
う
し
た
墨
書
を
も
つ
二
枚
の
皿
を
配
し
、
の
ち

石
を
組
み
交
し
て
石
組
井
が
完
成
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

桃
核
や
櫛
な
ど
辟
邪
の
性
格
の
強
い
品
々
が
共
伴
し
て
い
る
の
も
、
こ
う
し
た
井

鎮
め
の
ま
つ
り
の
日
の
供
物
で
あ

っ
た
可
能
性
が

つ
よ
い
の
で
あ
る
。

今
回
、
高
槻
市
清
福
寺
町

・
阿
久

都
神
社
の
南
方
で
発
掘
さ
れ
た

一
井
か
ら
、

井
を
穿
つ
際
の
井
鎮
め
1
鎮
井
祭
を
表
わ
す
資
料
が
得
ら
れ
た
が
、
そ
の
姿
相
は
、

ま
さ
に
式
占
の
神
で
あ
る
十
二
神
を
も
含
み
陰
陽
道
の
色
彩
の
ま
こ
と
に
濃
い
実

態
を
示
し
て
い
る
。
た
だ
、
そ
の
中
に
あ

っ
て
、
天
豊
大
神
王
と
い
っ
た
大
神
王

の
語
を
冠
し
た
特
異
な
在
り
方
が
見
ら
れ
た
り
、
五
方
五
帝
に
対
応
す
る
五
方
土

公
水
神
王
と
い
っ
た
神
名
が
あ
り
、
平
安
時
代
中
期
の
こ
の
地
の
陰
陽
道
の
浸
透

と
そ
の
形
態
が
鮮
や
か
に
浮
か
び
上

っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

こ
の
二
枚
の
皿
は
、
そ
の
内
に
井
鎮
め
1
鎮
井
祭
の
祭
場
に
謹
請
し
た
諸
神
を

書
き
納
め
、
十
二
月
神
に
よ
り
厳
封
し
て
、
器
内
を
神
威
の
こ
も
る
空
間
と
し
、

二
枚
を
結
紐
し
て
井
底
に
置
い
た
の
で
あ
る
。
天
歪
神
王
、
十
二
神
王
、
五
方
土

公
水
神
王
は
こ
の
井
の
根
原
、
ま
な
こ
と
し
て
息
ず
い
た
に
違
い
な
い
の
で
あ
る
。

謹
請
し
た
神
名
を
こ
う
し
た
形
で
井
底
に
置
く
例
は
い
ま
だ
に
な
い
。
稀
有
の
例

で
あ
る
。

こ
の
井
戸
は
壊
れ
る
こ
と
な
く
そ
の
姿
を
我
々
の
眼
前
に
示
し
た
。
恐

ら
く
神
々
の
守
護
と
安
鎮
の
働
き
が
続
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
人
々
が
こ
の
鎮
井
の

諸
神
に
背
き
、
罪
な
り
繊
を
も

っ
た
時
、
こ
の
時
こ
そ
井
を
廃
せ
ざ
る
を
得
な
い

時
で
は
な
か
っ
た
か
と
私
は
想
う
の
で
あ
る
。

(昭
和
五
十
六
年
九
月
二
十
日

稿
了
)
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OntheInoshizume…Ceremony

theceremonyatdiggingawell

MasayoshiMIzuNo

Summary

Thispaperdealswiththebriefforwellsinthemiddle-HeianPeriod,especially

thewayoftheceremonyatdiggingawell.

Twowoodenplateswerefoundatthebottomofthewellexcavatedatthesouth

ofActoshrine.Therewerethecharacters"天 盟 大 神 王(Tenk6Daisinno)十 二 神 王

(JyuniSinno)"inIndiainkononeplate.Ontheotherplate,thecharacters"東

方 土 公 水 神 王(TohoDokosuisinno)南 方 土 公 水 神 王(NanpoDokoSuisinn6)西 方 土

公 水 神 王(SeihoDokoSuisinno)北 方 土 公 水 神 王(HoppeDokoSuisinno)中 央 土 公

水 神 王(ChuoDokeSuisinn6)"circledwithtwelvecharactersof、 封 、andaline

wereplacedonthecenteroftheplate.

Inthispaper,wediscussonthecharactersofthesegodsandreconstructtheway

oftheceremonyaccordingtothetextbook、 土 公 供 次 第 、whichrepresentstheway

ofaground-breakingceremony.


